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〔巻頭言〕

会長就任にあたって

平成 13年度会長 長 野 靖 尚†

日本流体力学会は，今大きな変革を迎えていま
す．平成 11年度会長木村龍治先生，12年度会長
村上周三先生のご英断で，学会の運営と在り方に
大きな梃子入れがなされました．これまでの当学
会の台所は結構厳しく，会誌「ながれ」や「FDR」
の発刊に工夫を施したり，講習会を開いたりして
財政基盤強化に歴代の理事・評議員の方々はご努
力されてきました．このような努力は今後も必要
です．しかし，公益法人としての学会の使命は，
学術的な活動力とそれから生まれる社会への影響
力にあります．小さい世界での仲良しグループで
はないはずです．当学会は，会誌での CD ROM

論文の発行，ホームページへの最新学術情報の掲
載，インターネットによる「FDR」の全世界への
公開の検討など正に IT革命を他学会に先んじて
行いつつあります．
しかし，改革は緒についたばかりです．外を見

ると，例えば大学はこれまでにない過酷な改革が
求められています．企業ではリストラが進み，世
界規模での大型の再編成が進んでいます．大学
も同様で，大学は滅多なことでは崩壊するもので
はないと言う神話が崩れつつあります．理由は
色々ありますが，最も現実的な問題は大学入学者
の基礎となる 18歳人口の大幅な減少です．しか
し，学生を奪い合う競争に躍起となり，無節操な
バーゲンセールの行為だけは絶対に避けないと，
企業共々日本沈没となるでしょう．
このような危機感の中で，大学審議会も文部科

学省へ「21世紀の大学像と今後の改革方策につい
て 競争的環境の中で個性が輝く大学 」
と言う答申書を提出しました．この答申書に沿っ
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た改革が，今始まりつつあります．しかし，21世
紀はこれまでよりも一層流動的で複雑化し，地球
規模での協調が求められる中で国際競争力を強化
すると言う相反する条件を満たさなければなりま
せん．その為には，知識の量だけではなく，広い
視野から「知」を捉え直せ，即ち「知の再構築」
を図れと言っています．このようなことを，日本
全国ホモジーニアスにやるのは到底無理です．で
はどうするか？ 大学を，教養教育の提供を重視
する大学，最先端の研究を志向する大学，専門的
職業能力の育成に力点を置く大学，等々その役割
によってグループ化せよとのことです．その為に
は，大学間の融合も避けれないでしょう．同じよ
うな理念でこれまで教育・研究をしてきた者が，
「個性が輝く大学」を目指して抜本的改革を考え
ろと言われても，自ずと限界があると思います．
類似の理念を持った大学は，適切に融合すること
を真剣に模索する時期に既に来ているような気が
してなりません．
同様の弊害は，日本の学会にも出ています．流

体力学と熱工学に関するものでも，機械学会，建
築学会，土木学会，化学工学会，航空宇宙学会，流
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体力学会，数値流体力学会，伝熱学会，冷凍空調学
会，空気調和・衛生工学会，熱物性学会，燃焼学会，
混相流学会，などすごく多くの学会が関与してい
ます．そして，それぞれの学会が「輝く個性」を
求めています．しかし，狭い日本で人材を求める
のですから，当然，同一人物が複数の学会で類似
の仕事をすることになります．重複する学会の仕
事に追われ，本来の創造的な研究活動すら制約さ
れることもあり得ます．ヨーロッパの熱・流体科
学は，欧州研究共同体である ERCOFTAC（The

European Research Community on Flow, Turbu-

lence and Combustion）の下で強力に連携してい
ます．大学でも，流体と熱の研究を同じグループ
で行うのは当たり前のことです．島国の日本で
は，「輝く個性」を協調し過ぎると，何をとって
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も「個性化」→「セクショナリズム」となること
が危惧されてなりません．大学も学会も，もっと
融合を目指すべきと思われます．企業同様，国際
的競争力を高めるにはマスの大きさとポテンシャ
ルの高さが求められます．
幸い，日本流体力学会は学際的な学会です．副

会長の吉澤徴教授は物理学がご専門ですし，理事
会には工学や理学がご専門の先生と企業の方々に
バランスよく入って頂いております．石塚事務局
長は土木学会の元事務局長で，学会事務の大ベテ
ランです．会員の皆様のご協力を頂ければ，必ず
や上述の難題もクリヤーできると信じています．
先ず，今期の流体力学会年会が大きく様変わりし
ます．ご期待下さい．
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